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間行 っ た , 胸部 M R I に て 上行大動脈 内腔 の 拡大

と壁肥厚所見, 右総頚動脈と両側鎖骨下動脈 に狭

窄所見を認 め
, 大動脈炎症候群 の 診断 に至 っ た ･

こ の 所見を受け, 諸臓器 の 血流精査を行 っ た と こ

ち , 右肺上薬 に肺血流 の 欠損を認めた ･ 以上 より ･

ス テ ロ イ ド治療を P S L 30 m g/ d a y に て 開始 した

と こ ろ速や か に解熱 ･ 血沈も 1 時間値 8 m m
,
2 時

間値20 m m と改善, C R P も陰性化 した ･ その 後 は

p s L を徐 々 に減量 ,
17 ･5 m g / d a y ま で減量す るも

再燃なく, 平成1 0 年 4 月 8 日退院と な っ た ･ その

後も P S L は徐々 に減量 ･ 現在 P S L 5 m g / d a y ま

で減量, 外来にて ス テ ロ イ ド治療を継続 して い る ･

今回, 我 々 はリ ウ マ チ熱お よ び感染性心 内膜炎

の診断にて経過観察中発熱を来し, 感染性 心内膜

炎の 再燃を考え,
ペ ニ シリ ン G に て 治療を行 っ た ･

しか し, 治療 後も症状 ･ 検査 デ ー タ に改 善なく,

その 後の 経過 で大動脈炎症候群 の診断を得たた め

ス テ ロ イ ド治療を開始 したと こ ろ著効 した症例を

経験 したた め報告する ･
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症例は65歳女性，1981年より大動脈炎症候群の

ため当科 に通院して い た ･ 2000 年12 月より胸痛発

作あり精査加療目的に入院とな っ た ･ 冠動脈造影

にて右冠動脈近位部 に90 % 狭窄病変を認め た ･ 高

度の石灰化を伴 っ た ため ,
ロ ー タ

ー プ レ
ー タ

- を

使用してカ テ
ー テ ル 治を行な っ た ･

ロ ー タ
ー バ ー

1 .5 m m より開始 し,
1 ･7 5 m m , 2 ･

15 m m にサ イズ

ア ッ プして アプ レ - シ ョ ン を行な っ た後,
4 ･O m m

N I R ス テ ン トを植え込み 良好な拡張を得た ･ 大動

脈炎症候群は大動脈お よびそ の 主要分枝に起こ る

炎症に起因する狭窄が原因 とな る症候群で ある ･

大動脈炎症候群 に発症する冠動脈病変 に関して は

大動脈 に接する冠動脈起始部 の 病変が 多く , 高度

の石灰化を伴うた めカテ
ー

テ ル 治療は困難である ･

本症例で は大動脈炎症候群患者 に発症 した高度石

灰化を伴う冠動脈狭窄に対して ,
ロ

ー タ
ー

プ レ
ー

タ
- を用 い て良好な拡張が得られ た の で報告する ･


